
改良型叫―ルベール革架の試作

(再答言式  字と封i者「   )

1、背景とねらい        ,

最近、酪農家ヘロールベ
ーラー、ベールラッパー (ラップマシ

ーン)が 亀、速

に普及しているが、ロ
ールベールは 1個 の大きさが直径 90～ 1 5 0 c mと大き

く、その給与作業が煩雑になつており、実際はロ
ールベールを手でほぐして給

与している場合が多い。

そこで、下記文献を参考にし、ロールベ
ールを省力的に給与するためのロー

ルベール草架を試作改良し、好結果を得たので参考に供する。

2、技術の内容
1)構 成
高さユ.5 0 c l l、幅 2 0 7 c mの棚i面4枚 と2rn X  2 1 nのすのこ1枚 で構成

( 層 郵 1 、  2 )

2)材 質
カラマツ製材

3)価 格及び資材数量
A)材 木
横    縦    全 長   本 数  単 価   小 計   合 計

210「lm X 38mm X 4000Flm  4木   1,470円   5,880円
140Frlm X 38「lm X 4000mm  8本    960円   7,680円
89「lm X 33mm X 41000mm 16木    620円   9,920円

90Flm X 451nm X 4000mm   2】ト  ー 730「可  〕,460「L3

B)メ ッキチェーン

6mm X 1500「lll       ユ _2本    375円   4,500円
C)な す環

2個    300円    600円
30,0 4 0円

4)給 飼可能頭数

最大 16頭 採食可能 (1面 当り4頭 )
5)特 徴

①木製手作 りのため価格が安い。

②棚の4面 はチェーンで固定するため、簡単に分離し移動しやすい。

①すのこは棚に引つかけチェーンで固定するため、高さ3 0cmにロ
ール

、ベールを乗せることになり地面の接触をなくした。

④牛が首をいれるところは斜めにし、また棚の下方に21側 幅の板を打

ちつけることで、引つ張り出しのロスを若干少なくした。

6)使 用状況
育成牛群及び乾字L牛群のパ ドックにユ_年H3設置した。
・両車架とも破損は無かつた。
・採食状況はおおむね以下の通 りである (ラン`ガサイレーシ

｀
、乾物210Xg /個で

計算)
上頭当り 給 与全飼料 日飼標DM

i13 . 1 1   平 均体重 収容頭数 乾物摂取量 DM体 重比 体重比

育成牛群   305  1 5   4 . 6   2 : 2 3  2 . 4

乾乳牛群   5 5 6  2 4   8 . 0   1 . 4 3  1 . 3
* 育 成牛群は他に配含 2 K g、 ヘイキュープ0 . 6 K g 給 与
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7)作 成時間
熟縦者がカンナかけまでして3日

3、 指導上の留意点
・屋根が無いため被雨による養分損失が有り得る。
・搬入のためにはフロントロ

ーダーが必要。
・夏場はラップサイレ

ージの場合 2次 発酵が考えられるので1～ 2日 で消費

出来るよう牛群頭数を調節する。
・上のパ ドックの場合車架回りの泥ねい化は避けられないので適時移動する。

4、 関連課題名

高能力牛の低ヨスト哺育 ・育成技術体系の確立
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図 1 草 架の外観 図 2 車 架の構造
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